
　「よく知られているホテルなどにはだいたいうちが作ったカーペットが使われていま
す」と専務は語る。大人の事情でなかなか名前は書けないですが、日本全国の知ってい
るホテルの名前を挙げるとだいたい当たる。美術館や官公庁の重役室にも使われている
とのこと。手間ひまかけた手仕事のクオリティはそういう場所にふさわしい。

職人の仕事はそういうもの

　創業は昭和25年。戦後間もなくこのカーペットづくりの仕事を始めた。当時の日本に
需要は少なく海外向けの製品を作っていたが、東京オリンピック(1964年)を期に、国内
に洋式の建物やホテルが急増したことから需要が拡大し、現在は国内向けの商品がほと
んどである。2020年にまた東京オリンピックが開催される。1964年ほどではないにせ
よ、また需要が大幅に増加する雰囲気は伝わってきている。「さて、人材の確保が一番
の課題だ」と社長は語る。

歴史は繰り返される

　「ものづくりが好きなら絶対楽しいはず！」と現場のスタッフもみんな口をそろえ
る。入社1年目の女性は、「最初は難しいこともあって大変やけどなれたらとても達成感
があります」という。
　ここには、絵を描く仕事、カーペットを織る仕事、糸を紡ぐ仕事、機械をメンテナン
スする仕事などがあり、クリエイターのたまり場のような会社だ。みんな最初はほとん
ど経験がないが、それでも全然大丈夫。
　親戚の紹介で入社したという女性スタッフにたずねると「ものができていくのが楽し
い。むずかしく考えずに気楽にきてほしい」「社長も専務もこちらの勝手を聞いてくれ
ます」「あと、工場は園部のまちなかにあるので、お買い物も、郵便局も、市役所もす
ぐそばで便利です。仕事帰りでも、お昼にちょっと抜けても行って来られます」とのこ
と。作業機械のメンテナンス担当者は「ぼくの跡継ぎがいる。機械を分解したり、いじ
くるのが好きな人にぜひ来てほしい」とみなさんとても充実感のある顔で、ものづくり
の仕事を楽しんでいる様子。こんな空気の中でつくられるカーペットは、弾力性があり
とてもあたたかい。

クリエイター達が紡ぐ品質
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N 求める人物像 仕事内容素直

明るい
協調性がある
ものづくりに関心がある

敷物等の製織
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N 雇用形態 正社員

給与

諸手当
通勤手当（実費）
皆勤手当　精勤手当
住宅手当　家族手当
生産手当

▼

採用プロセス 履歴書　面接

勤務地 京都府南丹市園部町

マイカー通勤 可

休日休暇 年間 105 日

2～3人採用予定人数
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桐織物工場名称

敷物製造業（特注敷物）業務内容

京都府南丹市園部町美園町 6-27-1住所

http://www.kiriorimono.jp/HP

0771-62-0274電話番号
13人従業員数

会社HPinfo@kiriorimono.jpメール

▼ 基本給
155,000 円～

必要な資格 普通自動車免許

福利厚生 雇用保険　労災保険
健康保険　厚生年金
中退共加入（１年以上）

勤務時間 8：15 ～ 17：15
休憩 60分
時間外労働月平均 6時間～10時間

1年単位の変形労働時間制


